第三種郵便物承認
平成30年7月3日(火曜日増刊)
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予算 決算 増減額 予算

Ⅰ収益の部

(A) (B) (B-A) (C)

　　会費収益 710,000 708,000 -2,000 740,000

正会員3000円×230人　賛助2,000円×50人　※見込人数

　　寄付金 500,000 2,918,000 2,418,000 700,000

中日新聞事業団・自動車教習所協会・弁護士全国ｴｯﾄﾜｰｸ・会員・一般

　　補助金・助成金 1,300,000 1,158,800 -141,200 650,000処遇改善一時金・その他補助金

　　雑収益・受取利息　 100,000 258,356 158,356 60,000

利息・バザー・講習会準備費など（決算：20周年記念行事参加費）

　事業収益

①障害福祉サービス事業収益 35,000,000 31,501,092 -3,498,908 33,000,000

給付金・作業受託・利用者負担金・物品・喫茶café売上など　

②研修啓発事業収益 150,000 135,072 -14,928 150,000冊子販売収入,講演会会場設営費など

③生活支援事業収益 600,000 237,680 -362,320 500,000交流会・参加費・4階居室料

　　　当期収入合計（Ａ） 38,360,000 36,917,000 -1,443,000 35,800,000

Ⅱ　支出の部　　

　１、事業費

　①障害福祉サービス事業

　（１）人件費　 26,000,000 26,377,006 377,006 23,000,000給与・賞与・社会保険料・通勤費・利用者工賃・各手当等　

　（２）その他経費

　　　　消耗品 ・事務用品費 500,000 288,468 -211,532 300,000インク・用紙・一般雑貨費

　　　　旅費交通費 80,000 112,755 32,755 120,000出張費・交通費

       通信運搬費 100,000 315,176 215,176 120,000携帯・電話代・郵送(作業受託用含む）など

　　　　地代家賃・賃借料 4,404,432 4,751,472 347,040 4,800,000家賃・複合機・ビジネスホン・印刷機

     　水道光熱費 400,000 326,884 -73,116 400,000電気・ガス・水道料金

　　　車両費・車両維持費 200,000 121,125 -78,875 200,000

ガソリン代・定期点検・自動車税

　　　業務委託費・外注費 220,000 233,720 13,720 150,000

作業療法支援ネット・かねまきクリニック（勉強会）・HP更新など

　　　保険料 400,000 354,920 -45,080 400,000自動車保険（2台）・傷害保険・火災保険など

      雑費・その他 1,750,000 3,374,811 1,624,811 3,300,000

教育訓練費・修繕費・設備費・諸会費・原材料等　減価償却費

　②研修啓発事業費  80,000 120,615 40,615 80,000講演会・冊子仕入れ・棚卸等

　③生活支援事業 1,650,000 1,216,985 -433,015 1,250,000

地区会・各会の集い等、みかんやまハウス３．４階地代家賃等

　　事業支出合計

35,784,432 37,593,937 1,809,505 34,120,000

　２、管理費

       人件費 450,000 422,325 -27,675 450,000パート事務員給料・通勤手当等

　　　旅費交通費 200,000 165,060 -34,940 160,000

日本脳外総会出席・交通費


       通信運搬費 180,000 109,331 -70,669 120,000

会報発送,・ゆうメール・電話料金,など


　　 　消耗品・事務用品費

90,000 42,854 -47,146 50,000インク・会報用紙　封筒・雑貨類他

20周年記念行事

800,000 609,374 -190,626 05月20日　20周年記念行事　会場費　設営費　など

      総会費・ 諸会費・教育図書費 160,000 164,000 4,000 160,000会場費・日本脳外会費・JTBIA通信など

　　　水道光熱費・地代家賃 400,000 419,157 19,157 420,000家賃・光熱費

       雑費・その他 250,000 342,615 92,615 300,000租税公課・保険料・外注費（消防点検）・支払い手数料など

　　

管理費支出合計

2,530,000 2,274,716 -255,284 1,660,000

　　　当期支出合計（Ｂ） 38,314,432 39,868,653 1,554,221 35,780,000

　　　当期収支差額（Ａ－Ｂ） 45,568 -2,951,653 -2,997,221 20,000

　　　前期繰越収支差額 43,359,681 43,359,681 0 40,408,028

　　　次期繰越収支差額 43,405,249 40,408,028 -2,997,221 40,428,028　

第2号議案　29年度活動計算書　及び　第４号議案　30年度活動予算（案）　　　　　　　　

（単位：　円）

29年度

科目 説明
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障害者の権利擁護について考える

脳外傷友の会みずほ理事長　吉川雅博

30年度の総会では、成年後見制度についての講演をお聞きになったかと思います。障害者の権利擁護は成年後見制度だけではありません。わが国では、2014年2月19日に、障害者権利条約を批准しました。この条約を批准したことで、障害者の権利を護る障害者虐待防止法や、障害者差別解消法などが制定されました。また、障害者基本法第3条には、
「可能な限りどこで誰と生活するかについての選択の機会が確保され、地域社会において他の人々と共生することを妨げられないこと。また，社会を構成する一員として社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に参加する機会が確保されること」と明記されました。
さらに障害者権利条約第27条では、「障害者が労働についての権利を有することを認める。障害者にとって利用しやすい労働市場及び労働環境において、障害者が自由に選択し、又は承諾する労働によって生計を立てる機会を有する権利を含む。締約国は、特に次のことのための適当な措置（立法によるものを含む）の権利が実現されることを保障し、及び促進する。」と書かれています。特に障害者の労働に関しては、工賃が利用料と同額程度のＢ型事業所が多いのがわが国の現状です。Ｂ型の現状だけを見ても、権利条約第27条に違反していると言わざるを得ません。
本人の自己決定、自己選択が前提となっていることは当然ですが、どこで誰と生活したいのか、本人が承諾する労働によって生計を立てられるようになるのかなど、残念ながら上記の下線部の内容は、現状ではまったく満足できる状況ではありません。この現状を変えて、障害者権利条約に書かれていることを実現するために、福祉関係者だけでなく地域の方々の理解や協力、特に障害者の受け入れ側である労働現場（企業等）の理解が必須です。障害者の雇用について、企業等へのアプローチを積極的に行っていく必要があると考えます
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ＮＰＯ法人脳外傷友の会みずほ　第１３回総会

５月１２日（土）に開催し、各種報告を行い滞りなく終えることができました。これからも、家族会の役割を果たすべくしっかりと取り組んでまいりたいと思います。
「高次脳機能障害者への成年後見制度について」
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名古屋市成年後見あんしんセンター 副所長の高橋 健輔氏にお越しいただき、成年後見制度の概要と現状、名古屋市社協の権利擁護推進体制などお話しいただきました。また、クイズを交えて講義を受けました。この制度は、「利用する人（本人）に不利益があってはいけない」を基に、判断能力の不十分な方々を保護し、支援をする制度です。実際に制度は必要になった事例を紹介していただきながら、わかりやすく説明してくださいました。当事者・家族にとっては大変興味深い内容で、最後に質疑応答が活発に行われました。
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　総会資料　NPO法人脳外傷友の会みずほ
脳外傷者・高次脳機能障害者及び家族に対する相談・生活支援活動及び福祉・医療関係者も含めた情報収集・伝達など、高次脳機能障害に対する理解を広める研修啓発事業を行います。

第１号議案　平成29年度事業報告　　　　　　　第３号議案　平成30年度事業計画（案）
	
	平成29年4月1日～平成30年3月31日
	平成30年4月1日～平成31年3月31日

	高次脳機能障害者及び家族のための相談・支援に関する事業
	· 当事者･家族からの相談を電話・ﾒｰﾙ・来所により受付。（65件）
・名古屋リハセンにて相談会（第４木）に２人体制で対応。（11件）
・キッズプラス独自のリーフレット作成
・地区会の活動をサポート　知多地区：年7回、　尾張西部：年3回、名古屋地区：年4回実施
・当事者グループの活動を支援（毎月第4日曜）・若い失語症者の集い（隔月開催）・キッズプラスの集い（年3回）・妻の会(春）・レディースの会（春）開催、交流の場を設ける
· 当事者・家族会向けのクリスマス会を開催　　　　　　　　（12/17）
・一人暮らし体験の場を提供（みかんやまハウス）40代男性1名利用（ケガのため中断）　

レスパイト利用1名
　
	・当事者･家族からの相談を電話やﾒｰﾙ・来所により受け付します。（月・木）
・名古屋リハセンにて相談会（第４木）に２人体制で対応します
・支援普及事業の一環・ABIAの一員として県への要望を出します
・当事者グループの余暇活動を支援、また地区会・若い失語症者の集い・キッズプラス・妻の会・レディースの会、などの活動を継続支援します
・当事者・家族会向けの交流会を開催します
・一人暮らし体験の場の提供を継続し自立に向けて支援します

	高次脳機能障害について正しい理解を広めるための事業
	· NPO法人脳外傷友の会みずほ第12回総会
総会後２０周年記念行事　参加者（75名）
Ｈ29年5月20日（土）ルブラ王山
・家族勉強会
第1回　9/11（土）講師：小川　鉄男氏
「高次脳機能障害者・家族のメンタル支援」　　　
第2回　11/11（土）　講師：犬飼　三郎氏
「よりよい家族関係を学ぶⅢ」
　　　　　　　　　　
・日本失語症協議会全国大会岩手大会（藤井）10/9
・脳外傷リハビリテーション講習会　1/20（土）
（321名参加）
・愛知県言語聴覚士会　2/12（日）藤井・伊藤
・バザー開催（年2回）　西別院　刈谷
・会報誌みずほ発行（年3回）　
・高次脳機能障害啓発のための冊子販売
	・NPO法人脳外傷友の会みずほ第13回総会　
Ｈ30年5月12日（土）イーブルなごや
　講演「名古屋市成年後見あんしんセンター」
· 家族勉強会開催（2回予定）
· 地域講習会開催（2回予定）
　第１回：７月 長久手市にて　
講師：深川和利氏
　第２回：刈谷市予定
· 脳外傷リハビリテーション講習会開催予定
　場所：中区役所ホール
  日時：10月6日（土）13：00～16：30
・会報誌みずほ（年3回予定）
・高次脳機能障害啓発のための冊子販売


総会資料　ワークハウスみかんやま
障害者総合支援法による就労継続支援事業Ｂ型は継続、生活介護事業は29年度で廃止になりました。今後も関係機関との支援ネットワークづくりや組織の基盤つくりを行います。

第１号議案　平成29年度事業報告　　　　　　　第３号議案　平成30年度事業計画（案）
	
	平成29年4月1日～平成30年3月31日
	平成30年4月1日～平成31年3月31日

	障害者総合支援法に基づく障害者福祉サービス
	＜開所＞
就労継続支援B型（月火木金）9：30～16：00
（生活介護16：30）
毎水曜9：30～15：00　第2土曜10：00～15：00
＜活動の状況＞　登録者26名
一日平均利用者　Ｂ型　12.3名　生活介護2.1名
＜職員体制＞
　施設長・常勤4名・非常勤3名　看護師１名
＜作業内容＞
施設内作業：名古屋市からの業務委託、箸作業
ＤＭ封入封緘、両面テープ貼りなど
施設外作業：寺院清掃、みかん畑・農園作業
物品販売（受託品、果物、ジャムなど）
＜取り組み・成果＞
・自助具を導入することで一部しかできなかった作業が全行程行えるようになった
・近隣企業の新規取引先が3社増加
・名古屋市役所アンケート作業の受注
・物品販売を促進するため「中区なかよしマーケット」にて商品（ジャム等）販売
・西別院朝市・土曜開所日に店頭販売をすることにより、地域との交流ができた
・実践に近い形の訓練としてcaféすてっぷで接客、調理体験を行った
・施設外実習（福祉施設・清掃）継続
・作業療法士の関わりで支援方法を学び改良した
・学習会として合同事例検討会を行った
＜支払い工賃＞
1人当たり平均工賃　5,464円（前年5,260円）
＊時間額工賃総額÷支給総時間数
＜行事＞
・施設外のイベントに参加（カラオケ・麻雀・祭り）
・毎月イベントを行った
・みかんやまOB会　バーベキュー　5/13
・バス旅行（七福醸造）11/7
・家族勉強会参加（家族交流会含む）9/11　11/11
・みずほ合同クリスマス会に参加　12/12
・忘年会「キッチン九」にて12/27　
・大掃除12/28
・防災訓練　8/31　3/14
	＜開所＞
就労継続支援B型　9：30～16：00
毎水曜9：30～15：00第2土曜10：00～15：00
　喫茶Caféすてっぷ営業（木・金・土・日）
＜活動の状況＞
登録者及び現利用者の利用日数を増やす
＜職員体制＞
施設長・常勤3名・非常勤2名　看護師１名
パート2名
＜作業内容＞
　前年度に引き続き行い、新規開拓を諮る
　作業工程のマニュアル化
＜取り組み＞
生産活動その他の活動の機会を通じて、知識及び能力の向上のために必要な訓練を効果的に行う
・就労準備活動・販売促進・マナーや生活面についてのグループワーク、パソコン練習等を行う
· 新規店舗にて委託販売
· 地域での店頭販売の開拓
· 名古屋市障害者スポーツセンター２階に於いて職場体験・就労促進を図る場としてCaféすてっぷを営業する
· 自主製品の開発
・施設外実習の利用者を増やす
・作業室のリニューアル（効率化）
・職員向けの勉強会を行う
・工賃増額に見合った作業受託の営業を行う
＜行事＞
・地域でのイベントに参加し交流を行う
・麻雀・カラオケ等サロンの活動を行う
・みかんやまOB会　バーベキュー　
・みかんやま家族会、家族勉強会
・収穫体験（りんご）、工場見学など
・クリスマス会、大掃除・忘年会
・防災訓練　


総会資料　活動計算書及び活動予算書

総会資料　監査報告
総会資料　　第5号議案　定款の変更
　
変更の内容　定款変更箇所の新旧対照表
	変更前
	変更後

	（公告の方法）
第56条　この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行うこととします。
	（公告の方法）
第56条　この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行うこととします。ただし、法第28条の2第1項に規定する貸借対照表の公告については、内閣府ＮＰＯ法人ポータルサイト（法人入力情報欄）に掲載して行います。




NPO法人脳外傷友の会みずほ顧問・理事（２名欠席）　　　ワークハウスみかんやま職員

平成３０年６月吉日
関係各位
名古屋市総合リハビリテーションセンター
センター長　　山田　和雄
名古屋市総合リハビリテーションセンターにおける
高次脳機能障害者支援について
拝啓
梅雨の候、皆様におかれましては益々ご清祥のことと存じます。日頃は、当センタ
ー事業にご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当センターでの高次脳機能障害者支援につきましては、これまでと同様に実
　施しておりますが、一部に事実とは異なる情報が伝わりお問い合わせ等いただいてお
　りますことから、改めて当センターでの支援につきましてお知らせ申し上げます。
今後も、高次脳機能障害支援の中核施設として、職員一同精進して参る所存でござ
　います。皆様方には、何卒ご理解・ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げま
す。　
敬具
記
（1） 名古屋市総合リハビリテーションセンターは、平成３０年度も愛知県から高次脳機能障害等支援拠点機関として委託を受けており、従来と同じく、今後も各部門が連携し、高次脳機能障害者の安定した生活・社会参加を目標に、相談・医療・福祉・社会復帰までの一貫した支援を行います。
（2） 内部連携、地域の支援機関や相談機関との連携を強化するため、高次脳機能障害支援課を、当センターのご利用及び外部機関等との連携窓口である総合相談室に編入いたしました。したがいまして、より一層の地域支援の強化拡充に努めてまいります。
以上
愛知県議会 定例議会を傍聴しました　
高次脳機能障害者の安定した地域生活をとの思いを受けていただき、みずほ事務局のあ
る名古屋市中区選出のますだ県議が６月２１日（木）の定例議会にて代表質問をされました。障害について詳細に勉強され、アンケート調査をもとに当事者・家族が置かれている状況も詳しく述べられました。冒頭では、平成２６年にNPO法人日本脳外傷友の会が発行した「家族が突然、高次脳機能障害になった 子どもの作文集」より抜粋して読み上げられました。また、他府県へも足を運び情報収集に努められるなどして的確な質問をされ、「高次脳機能障害支援拠点を地方にも増設」「支援拡充のための支援コーディネーターの増員」の２点について要望していただけていました。昨年度、日本脳外傷友の会全国大会で採択されたアピール文にもありますように、全国に設置された高次脳機能障害支援拠点機関
においては、支援の地域格差が激しいのが現状です。「愛知県における高次脳機能障害支援コーディネーターの抱える相談件数は、異常な数と言わざるを得ない」とますだ議員からも発言がありました。そのような、非常に厳しい状況下で、当事者を抱える家族からは今後に不安を抱く声が日々聴こえてきます。
質問に対し、県の平田健康福祉部長は、支援コーディネーターの役割はたいへん重要であり、とりわけ専門的な相談対応ができる人材の育成に力を入れると表明されました。また、身近な地域の基幹相談支援事業所などで一般的な相談が、拠点機関では専門的な相談ができるよう、支援体制の拡充を図ると述べられました。質問を終えられた後、議長を務められた松川氏からも、国に対しても要望して共に動いていくと力強く言っていただけたことに、明るい展望を感じると同時に、家族として大変心強く思いました。高次脳機能障害者を抱えた家族が、安心して生活できるより良い環境の構築と、それが当事者への安心に繋がるよう、期待したいと思います！（ 傍聴したみずほの当事者・家族 １３名 ）

ＡＪＵ
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顧　問　　小川 鉄男　(名古屋リハ第1リハビリテーション部長)


鈴木 智敦　(名古屋リハ自立支援部長)


深川 和利  (大同病院・大同クリニックリハビリテーション科部長)





理事長　　吉川 雅博


副理事長　河田 幹子


理事　　  市川 幸夫　伊藤 美知子　大澤 奈保美　佐藤 道子　長谷川 真奈美


　　　　　 平野 陽介　松田 妙子　丸山 秀樹


監事　　  高橋 多美子





〈ワークハウスみかんやま職員〉	


施設長兼サービス管理責任者　　 濵島 佳文


職業指導員　　　　　　　　　　 菊地 真礼


生活支援員　　    　　　　　　 押川 貴美子  神田 さち加  溝口 博


生活支援員兼事務　　　         佐藤 道子


看護師　　　　　　        　　 高野 静子　　　　　　　　　　　　　
































翌日の中日新聞朝刊の県内版に大きく掲載されました。


議会の模様が


七月十八日（水）


11：00～11：25、


東海テレビで放映されます。








